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地方独立行政法人玉野医療センター第２期中期計画 

 

前文 

 総合病院玉野市立玉野市民病院と玉野三井病院は、令和３年４月１日に地方独立行政法

人玉野医療センターとして、１法人２病院の体制での運営を開始した。 

 令和７年１月の統合新病院開院に向けての準備期間となった第１期中期計画期間では、

２病院の診療機能を引き継ぐのみならず、新たな視点や情報を得ながら、今後見込まれる

医療需要に対応できる設備整備や運用検討等を進めてきた。 

 新病院の「たまの病院」が本格的に始動する第２期中期計画期間には玉野市長から示さ

れた中期目標を達成するため、玉野に暮らす命は玉野の地で守るという基本理念のもと、

市民に救急医療をはじめとした安全・安心な医療を提供し、また、地域包括ケアシステム

の一翼として地域の医療機関や福祉施設等のサービスと連携協力することが、地域の中核

的な医療機関に求められる役割であると考えている。 

さらに、診療報酬改定や医療制度変革等の社会情勢や医療環境の変化に柔軟に対応しな

がら効率的な病院運営を行うことで、持続可能な経営基盤の確立を図り、良質な医療サー

ビスの提供を行うことで市民の健康増進及び福祉施策へ寄与し、市民のための病院となる

よう、ここに第２期中期計画を定める。 

 

 

第１ 中期計画の期間 

   令和７年４月１日から令和１１年３月３１日までの４年間とする。 

 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

 １ 担うべき医療提供体制 

 （１）救急医療 

   ア 救急患者受入体制 

    新病院に人員を集約化したことで、救急受け入れを阻害する要因の一つであった

夜間・休日の検査体制の不足が解消し、救急患者受入体制が充実したことから、１

次救急から２次救急を始めとした地域救急をより積極的に受け入れ、断らない医療

を実践する。 

 

   イ 市内外の医療機関との連携 

    急性期病院から救急専門医派遣を受け入れ、病状の的確なトリアージにより、高
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次医療が必要な患者の緊急搬送及び救急治療を終えた患者の地域の医療機関への逆

紹介を行うことで、救急医療体制の連携強化を図る。 

 

   ウ 救急隊との連携 

    院内に設置した「救急隊待機室」の救急隊との綿密な連携により救急搬送予定症

例の事前把握等を行い、万全な準備を行うことで患者の利益となる円滑な受け入れ

環境を整える。 

   【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

救急受入件数   １,５５３件     ９８９件 

 

 （２）小児・周産期医療 

   ア 小児医療 

    小児専門医の確保による外来診療の継続と入院診療の再開を目指すとともに、重

症疾患や緊急処置が必要な患者に対する専門治療のため、小児救急医療支援病院

（県南東部医療圏内に２施設：岡山医療センター、岡山赤十字病院）や岡山大学病

院、岡山市立市民病院から医師の派遣を受けることにより、情報交換等を行うこと

で、密接に連携し、安心して子育てできる環境を支援する。 

 

   イ 周産期医療 

    周産期専門医の確保による婦人科外来診療を継続するとともに、周産期医療を取

り巻く環境や医療提供体制の変化を踏まえつつ、総合周産期母子医療センター（県

南東部医療圏内に１施設：岡山医療センター）や地域周産期母子医療センター（同

２施設：岡山大学病院、岡山赤十字病院）と情報交換等を行うことで、密接に連携

し、安心して産み育てられる環境を支援する。 

 

 （３）リハビリテーション医療 

   ア リハビリテーション実施体制 

    早期治療・早期退院を実現するため、３６５日リハビリテーション体制を維持し

治療の初期段階からリハビリテーションによる介入を行うとともに、必要十分なス

タッフを配置することで回復の目安となるアウトカム評価の維持を図り、患者の在

宅復帰を支援する。 

【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

リハビリ提供単位数※     ５.５     ５.１ 
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実績指数※    ５０.０    ４９.６ 

   ※回復期リハビリテーション病棟での指標 

※リハビリ提供単位数＝１日１人あたり提供単位数 

    ※実績指数＝１日あたりのFIM得点の改善度を入棟時を踏まえて指数化した指標 

 

   イ 退院後のフォロー体制 

    退院後も在宅での自立した生活が継続できるよう、リハビリテーションスタッフ

が自宅まで訪問し、在宅でも治療（リハビリテーション）が続けられるようサポー

ト体制を整える。   

【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

訪問リハビリ件数   ４,６００件   ４,５８３件 

 

   ウ 外来リハビリテーションの実施 

    外来診療が終わった後や退院した後でも継続してリハビリテーションを必要とす

る患者に対して、必要なリハビリテーションが提供できるよう、外来リハビリテー

ションを実施する。 

 

 （４）検診・予防医療 

   人間ドック、生活習慣病予防健診、特定健診、企業健診、予防接種等、様々な予防

医療を実施することで、疾病の早期発見または生活習慣病の予防につなげていくと

ともに、市の施策と連携し健診受診率の向上に向けた啓発活動への取組みに寄与す

る。 

【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

人間ドック・健診受診者数 １１,８８０件 １０,４４２件 

予防接種件数   ３,１４１件    ３,３５７件 

 

（５）在宅医療 

   ア 地域包括ケアシステム 

    地域包括ケアシステムの円滑な運用に向けて、かかりつけ医や介護事業所等と相

互訪問による情報交換を行うことによって連携強化を図り、今後の需要増加が見込

まれる在宅医療の取組みを推進する。 
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【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

在宅復帰率※       ８４.０％    ８３.８％ 

訪問診療件数   １,３２０件   １,０３６件 

訪問看護件数   １,４００件      ８５７件 

    ※在宅復帰率＝地域包括ケア病床、回復期リハビリテーション病棟での指標 

 

   イ 在宅療養支援病院 

    ２４時間体制で緊急対応できる体制を整備し、安心して自宅で療養生活が送れる

よう在宅療養環境を支援する。 

【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

緊急の往診件数     ５０件     ４８件 

在宅の看取り件数     １２件     １２件 

  

（６）災害医療 

   災害発生時には、事業継続計画（ＢＣＰ）に基づき、病院に被害があった場合であ

っても、慢性疾患患者への処方箋の発行等の診療機能を可能な限り維持し、市の防

災担当部門や近隣の医療機関と連携協力し、負傷者の受入れや医療スタッフの派遣

等を実施する。 

 

 （７）感染症への対応 

   感染症の発生・まん延時には、市及び関係機関、岡山大学病院等の感染症指定医療

機関と連携し、発熱外来の実施や専用病床の確保等、医療提供体制の整備を図る。 

 

 ２ 医療の質の向上 

（１） 医療安全対策 

   ア 医療安全対策 

    組織的な医療安全への取組みを進めるため、医療安全管理室を設置し、医療安全

管理者のもと院内の状況把握及び分析を行うとともに、研修等の機会を通じて全職

員で医療事故防止に対する認識を共有することで、医療安全に係る体制を継続的に

確保する。 

 

   イ 感染防止対策 

    感染防止対策室を設置し、定期的に院内の巡回を行うことで院内感染状況の把握、
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感染防止対策の実施状況を確認するとともに、職員への研修を通して知識や技術の

向上を図り、感染防止対策を徹底する。 

 

 （２）チーム医療の実施 

   医師、看護師を始め、検査及びリハビリ等の医療技術スタッフ、社会福祉士等の多

職種が集まり定期的にカンファレンスを実施し、早期の在宅復帰に向けたチーム医

療の推進を図る。 

   また、感染対策チーム（ＩＣＴ）や栄養サポートチーム（ＮＳＴ）等の多職種で構

成される医療チームを積極的に活用し、療養環境のサポートを行う。 

 

 （３）医療従事者の確保及び育成 

   ア 医療従事者の確保 

    岡山大学を始めとする教育機関、市内外の医療機関との連携により、医師及び研

修医の派遣・受入体制を確保するとともに、医師及び研修医向けの合同説明会への

参加や病院見学会の開催等を通じて、多様で優秀な人材の確保に努める。 

 

   イ 医療従事者の育成 

    地域医療の基幹病院として、地域に根ざした実地での研修を通じて医療に携わる

者の知識や技術の向上を図るとともに、専門性を持った人材の確保及び育成に努め

る。 

 

 （４）調査・研究・治験への取組み 

   地域医療へ果たすべき役割のみならず将来に向けた医療水準の向上への一助として、

積極的に調査・研究・治験への取組みを推進する。 

   また、院内外研究会等の機会を設け職員の意識高揚を図るとともに、研究成果を共

有することで、医療水準の向上に努める。 

 

 （５）コンプライアンスの徹底 

   医療法を始めとする関係法令の遵守を徹底するとともに、定期的に全職員へ研修を

実施する等、適正な病院運営に努める。 

   また、個人情報保護や情報公開について、カルテ等の個人情報の保護と患者及び家

族等への情報公開について適切な対応を行う。 

 

 ３ 患者サービスの向上 

 （１）患者中心の医療の提供 
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   ア インフォームドコンセントの徹底 

    患者の知る権利、自己決定権、自律の原則を尊重する行為であることを根底とし、

わかりやすい説明を心がけて医療に関する情報を共有することで、医療スタッフと

患者との相互理解のもと治療が進められるよう、患者の尊厳を守り、患者・家族の

権利に配慮したインフォームドコンセントの徹底を行う。 

 

   イ 安静な療養環境の提供 

アンケート調査等の活用により、患者や来院者等からの様々な意見、ニーズを把

握し、サービスの向上や業務改善につなげるとともに、院内環境を整備することで

療養に専念できる環境を提供する。 

 

（２） 職員の接遇向上 

外部講師による接遇研修を定期的に実施するとともに、人事評価の中で接遇のフ

ィードバックを行うことで職員の接遇向上を図る。 

 

 （３）地域との交流 

   院内の施設を活用し、病院見学会、院内イベントや健康教室、公開講座等の機会を

通じて、地域の方々との交流の機会を持ち、来院しやすい環境づくりに努める。 

   また、市内で開催されるイベント等への参加を行うことで、より身近な存在として

地域住民に求められる病院となるよう交流機会を設けていく。 

 

（４）積極的な情報発信 

   ホームページや広報誌、病院紹介パンフレット等、様々な広報媒体並びにＩＣＴ

（情報通信技術）等を活用し、多くの方に当院の取組み、診療情報等を積極的に発

信することで、地域に根ざした、地域の医療機関としての認知度の向上を図る。 

 

 ４ 地域医療連携の推進 

   地域の医療機関に対し患者の紹介と逆紹介を積極的に推進する旨の広報活動を地域

医療連携室が中心となって実施する。特に、放射線科医による速やかな画像診断や

各種検査を伴う外来診療を積極的に受け入れる等、地域医療連携を推進する。 

【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

紹介率     ４６.０％    ３８.３％ 

逆紹介率     ６０.０％    ２９.０％ 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

 １ 業務運営体制の構築 

 （１）運営体制 

   地方独立行政法人制度のもと、理事長がリーダーシップを発揮し、迅速な意思決定

と職員への周知を徹底することで効率的な運営を行うとともに、独立した法人とし

て職員一人ひとりが独立採算の原則を理解し、経営に関する責任と意識を持って自

主的かつ弾力的に動くことのできる運営体制を構築する。 

 

 （２）管理体制及び事務部門の強化 

   内部統制・監査部の設置により内部統制を強化し、業務の内部監査を実施するとと

もに、内部統制を担当する役員が中心となり関係法令の遵守を図る。 

情報セキュリティに関する方針・基準等を整備し、医療情報システム安全管理責

任者を中心として、セキュリティの脆弱性への対策等の医療情報の脅威に対するリ

スク管理を行う。 

   事務部門においては、職員が専門的知識や経験を身につけるための外部研修や職場

内教育の機会を提供し、組織として人材の育成を図る。 

 

 （３）外部評価等の活用 

   監事による法人の監査及び評価委員会による第三者視点からの病院運営に係る評価

を受けることで、適宜必要な見直しを行い業務の効率化を図る。 

   また、公益財団法人日本医療機能評価機構が提供する病院機能評価等を活用し、中

立的、科学的、専門的な見地からの評価を受けることで、適切な病院運営を維持す

る。 

 

 ２ 職場環境の整備 

 （１）働きやすい職場環境の整備 

   ア ワークライフバランスへの配慮 

    育児・介護休業制度の適正な運用により仕事と家庭の両立を支援する。 

 

イ 職員の安全衛生 

職員の安全衛生に配慮した勤務環境作りを進める。 

 

   ウ コミュニケーションの活性化 

    スタッフラウンジを利用する等、職員間のコミュニケーションの円滑化を図る。 
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   エ 専門性の向上 

    医師や看護師等の業務の多様化、複雑化に対応するため、必要に応じて医療クラ

ークや病棟クラーク等の配置を行い、他職種へタスクシフト・タスクシェアを進め

るとともに、ＩＣＴの活用により、業務負担の軽減を図り業務の専門性の向上を図

る。 

 

（２） 職員の職務能力の向上 

   専門的な知識や技術の習得を推進し、研修会への参加、資格の取得について助成を

行う等、研修制度及び資格取得支援制度の充実を図る。 

 

 （３）効果的な人事・給与制度の構築 

   職員の業績や能力、職責に応じた仕事が適正に反映されるよう構築した公正・公平

な人事給与制度を適正に運用し、職員のモチベーションの向上と組織の活性化を図

る。 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

 １ 持続可能な経営基盤の確立 

   第２期中期計画期間では、新病院建設に係る減価償却費等が計上され、収支は赤字

になる見込みであるが、これらの費用を除いた収支の均衡を目指して経営改善に向

けた取組を実施し、持続可能な経営基盤を確立する。 

【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

医業収支比率   ９０.０％    ９０.９％ 

修正医業収支比率 ８８.３％ - 

経常収支比率    ９８.３％   １０１.４％ 

 

 ２ 収入の確保と経費の節減 

 （１）収入の確保 

   入院診療においては、救急搬送の積極的な受け入れや地域の医療機関からの患者の

紹介と逆紹介の推進、急性期病院との連携強化による転院患者の受け入れを推進す

る取組等により、病床稼働率を高く維持することで、収入の向上を図る。 

外来診療においては、地域医療連携による検査の紹介や在宅医療を推進する取組

等により、収入の向上を図る。 

   また、医療スタッフの重点的な配置転換等を行うことで、医療水準の向上に努める
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とともに、新たな施設基準の認定、診療報酬の加算等を取得することで収入の向上

を図る。 

   【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

病床稼働率     ９５.１％      ７３.５％ 

入院患者数 ６５,９１９人    ７２,３７６人 

外来患者数 ９７,５８４人 １０８,９１８人 

入院収益 １９.９億円       ２２.３億円 

外来収益    １０.９億円    １０.６億円 

 

 （２）経費の節減 

人事給与制度のもとで効果的な運用と効率的な人員配置により給与費の適正化を

図る。 

また、官民の経営手法を活かした業務内容の精査を進め、必要性の有無だけでな

く、契約手法から契約内容に至るまでの業務全般にわたる経費の節減を図る。 

【指標】 

目標指標 令和１０年度目標 令和５年度実績 

対医業収益給与費比率 ６７.７％    ７５.２％ 

対医業収益材料費比率 １０.８％       １１.２％ 

対医業収益経費比率 １５.５％    ２０.６％ 

 

 ３ 運営費負担金 

   運営費負担金は公的な医療を継続して提供するために救急医療、小児医療等の不採

算医療及び政策的医療に係る経費に充当するものとして必要最低限に留め、独立採

算の原則に基づき縮減を図る。 

 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

 １ 保健医療福祉行政への協力 

   公的医療機関として、市の保健医療福祉行政が運営する国民健康保険の健康診査や

公費の予防接種等を実施し、引き続き協力を行う。 

 

 ２ 医療提供体制等の在り方検討 

   今後の医療提供体制については、地域の医療需要と供給の状況、医療人材の確保の

可能性、事業の採算性、当院で実施する必要性等を市とともに適宜協議・検討する。 
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第６ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

 １ 予算（令和７年度から令和１０年度まで） 

（単位：百万円） 

区       分 合  計 

収入 

 営業収益 

  医業収益 

  運営費負担金 

  補助金等収益 

  その他営業収益 

 営業外収益 

  運営費負担金 

  その他営業外収益 

 資本収入 

  運営費負担金 

  長期借入金 

  その他資本収入 

 その他の収入 

 計 

 

１５,４５８ 

１３,８１６ 

９７９ 

４９３ 

１７０ 

１,１８２ 

１,０５８ 

１２３ 

６４３ 

０ 

６４３ 

０ 

０ 

１７,２８２ 

支出 

 営業費用 

  医業費用 

   給与費 

   材料費 

   経費 

   研究研修費 

  一般管理費 

 営業外費用 

 資本支出 

  建設改良費 

  償還金 

 その他の支出 

 計 

 

１５,２５９ 

１３,８９６ 

９,９８６ 

１,６２７ 

２,２７０ 

１４ 

１,３６３ 

８１９ 

１,４２４ 

１５０ 

１,２７４ 

０ 

１７,５０１ 

   （注）金額は、それぞれ四捨五入によっているので、合計と一致しないものがある。 
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【人件費の見積り】 

    期間中総額１０,３１２百万円を支出する。 

    なお、当該金額は、法人の役職員に係る報酬、基本給、諸手当、法定福利費及び

退職手当の額に相当するものである。 

 

  【運営費負担金】 

    運営費負担金については、毎年度総務省が発出する「地方公営企業繰出金につい

て」に準じて算定した額とする。 

    建設改良費及び長期借入金等元利償還金に充当される運営費負担金等については、

経常費助成のための運営費負担金とする。 
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２ 収支計画（令和７年度から令和１０年度まで） 

（単位：百万円） 

区      分 合  計 

収入の部 

 営業収益 

  医業収益 

  運営費負担金 

  補助金等収益 

  資産見返負債戻入 

  その他営業収益 

 営業外収益 

  運営費負担金 

  その他営業外収益 

 臨時利益 

１６,７３７ 

１５,５５６ 

１３,８１６ 

９７９ 

４９３ 

９８ 

１７０ 

１,１８２ 

１,０５８ 

１２３ 

０ 

支出の部 

 営業費用 

  医業費用 

   給与費 

   材料費 

   経費 

   減価償却費 

   資産減耗費 

   研修研究費 

  一般管理費 

 営業外費用 

 臨時損失 

１７,８２５ 

１７,００６ 

１５,５４５ 

９,９８６ 

１,６２７ 

２,２７０ 

１,６４４ 

４ 

１４ 

１,４６２ 

８１９ 

０ 

純利益 

目的積立金取崩額 

総利益 

△１,０８８ 

０ 

△１,０８８ 

（注）金額は、それぞれ四捨五入によっているので、合計と一致しないものがある。 
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 ３ 資金計画（令和７年度から令和１０年度まで） 

（単位：百万円） 

区      分 合  計 

資金収入 

 業務活動による収入 

  診療業務による収入 

  運営費負担金による収入 

  補助金による収入 

  その他の業務活動による収入 

 投資活動による収入 

 財務活動による収入 

  長期借入による収入 

 前期中期目標期間からの繰越金 

１７,２８２ 

１６,６３９ 

１３,８１６ 

２,０３７ 

４９３ 

２９３ 

０ 

６４３ 

６４３ 

１,５０７ 

資金支出 

 業務活動による支出 

  給与費支出 

  材料費支出 

  その他の業務活動による支出 

 投資活動による支出 

  有形固定資産の取得による支出 

 財務活動による支出 

  長期借入金等の返済による支出 

  その他の財務活動による支出 

 次期中期目標期間への繰越金 

１７,５０１ 

１５,６３５ 

１０,３１２ 

１,６２７ 

３,６９６ 

１５０ 

１５０ 

１,７１７ 

１,１７５ 

５４１ 

１,２８７ 

   （注）金額は、それぞれ四捨五入によっているので、合計と一致しないものがある。 
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第７ 短期借入金の限度額 

 １ 限度額  ７００百万円 

 ２ 想定される短期借入金の発生事由 

 （１）賞与の支給等による一時的な資金不足への対応 

 （２）予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給等、偶発的な出費への対応 

 （３）施設整備、医療機器等の購入に係る一時的な資金不足への対応 

 

 

第８ 剰余金の使途 

  決算において剰余金が発生した場合は、病院施設の整備、医療機器の購入、教育・研

修体制の充実、将来の資金需要に対応するための預金等に充てる。 

 

 

第９ 料金に関する事項 

 １ 料金 

 （１）健康保険法（大正11年法律第70号）、高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57

年法律第80号）、介護保険法（平成９年法律第123号）、その他の法令等に基づき

算定した額 

 （２）前号の規定により難いものについては、別に理事長が定める額 

  

２ 料金の減免 

  理事長は、特別の理由があると認めるときは、料金の全部又は一部を減免することが

できる。 

 

 

第10 地方独立行政法人玉野医療センターの業務運営等に関する規則で定める業務運営に

関する事項 

 １ 施設及び設備に関する計画（令和７年度から令和１０年度まで） 

（単位：百万円） 

施設及び設備の内容 予定額 財源 

病院施設、医療機器等整備 １５０ 玉野市長期借入金等 

 

 ２ 人事に関する計画 

 （１）適切な人員配置 

   病院がもつ役割に合わせた適切な人員配置を行う。 
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 （２）人事・給与制度の構築 

   定期的な人事交流・人事異動等により様々な医療現場での経験を通して人材の育成

に努める。 

 

 ３ 中期目標の期間を超える債務負担 

 （１）移行前地方債償還債務 

（単位：百万円） 

内容 
中期目標期間 

償還額 

次期以降 

償還額 
総債務償還額 

移行前地方債償還債務 １１ ２ １３ 

   （注）金額は、それぞれ四捨五入によっているので、合計と一致しないものがある。 

 

 （２）長期借入金償還債務 

（単位：百万円） 

内容 
中期目標期間 

償還額 

次期以降 

償還額 
総債務償還額 

長期借入金償還債務 １,１６４ ９,９８３ １１,１４８ 

   （注）金額は、それぞれ四捨五入によっているので、合計と一致しないものがある。 

 

 ４ 積立金の処分に関する計画 

  なし 
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地方独立行政法人玉野医療センター第２期中期目標・中期計画 比較表 
 

1 
 

第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
前文 前文 
総合病院玉野市立玉野市民病院（以下「玉野

市民病院」という。）と玉野三井病院は、令和

３年４月１日に経営統合により地方独立行政

法人玉野医療センター（以下「玉野医療センタ

ー」という。）として、１法人２病院体制での

運営を開始した。 

 法人設立から令和６年度までの第１期中期

目標期間においては、その多くがコロナ禍とい

う特異な医療環境の中での運営となり、先行き

の見通しが立たない時期もあったが、２病院が

連携・協力しながら、新病院を見据えた効率的

かつ持続可能な医療提供体制の構築に向けた

取組を進めてきたところである。 

また、新型コロナウイルス感染症の対応にあ

たっては、理事長を中心に迅速な意思決定を行

い、行政と連携したワクチン接種への積極的な

取組や発熱外来の設置、感染患者受入れのため

の病床確保を行うなど、公的医療機関としての

役割を果たしており、加えて、新型コロナウイ

ルスへの対応に尽力することにより、新型コロ

ナウイルス関連の補助金が受けられ、一時的で

はあるが、収支の黒字化つながる結果となっ

た。 

一方で、新型コロナウイルス感染症の５類移

行により補助金が縮減されるとともに、長引く

光熱費や物価の高騰等を背景に、医療を取り巻

く環境はより一層厳しい状況になっており、安

定的な経営基盤の確立が喫緊の課題と言える。 

令和７年１月には玉野市民病院と玉野三井

病院が統合した「たまの病院」が開院し、市民

の安心を支える新たな地域医療の拠点病院の

誕生に、玉野医療センターに対する市民の期待

はますます大きくなっている。 

このような状況の中で、第２期中期目標期間

においては、社会情勢や医療環境の変化に柔軟

に対応しながら、効率的な病院運営により経営

基盤の強化に取り組むとともに、引き続き良質

な医療サービスの提供と地域の医療機関等と

の相互連携により、地域全体で地域医療を支え

 総合病院玉野市立玉野市民病院と玉野三井

病院は、令和３年４月１日に地方独立行政法人

玉野医療センターとして、１法人２病院の体制

での運営を開始した。 

 令和７年１月の統合新病院開院に向けての

準備期間となった第１期中期計画期間では、２

病院の診療機能を引き継ぐのみならず、新たな

視点や情報を得ながら、今後見込まれる医療需

要に対応できる設備整備や運用検討等を進め

てきた。 

 新病院の「たまの病院」が本格的に始動する

第２期中期計画期間には玉野市長から示され

た中期目標を達成するため、玉野に暮らす命は

玉野の地で守るという基本理念のもと、市民に

救急医療をはじめとした安全・安心な医療を提

供し、また、地域包括ケアシステムの一翼とし

て地域の医療機関や福祉施設等のサービスと

連携協力することが、地域の中核的な医療機関

に求められる役割であると考えている。 

さらに、診療報酬改定や医療制度変革等の社

会情勢や医療環境の変化に柔軟に対応しなが

ら効率的な病院運営を行うことで、持続可能な

経営基盤の確立を図り、良質な医療サービスの

提供を行うことで市民の健康増進及び福祉施

策へ寄与し、市民のための病院となるよう、こ

こに第２期中期計画を定める。 
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地方独立行政法人玉野医療センター第２期中期目標・中期計画 比較表 
 

2 
 

第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
ることができる体制の構築を図るため、ここに

第２期中期目標を定め、目標の達成に向けて不

断の努力を続けられることを求めるものとす

る。 

第１ 中期目標の期間 第１ 中期計画の期間 
令和７年４月１日から令和１１年３月３１

日までの４年間とする。 
令和７年４月１日から令和１１年３月３１

日までの４年間とする。 
第２ 市民に対して提供するサービスその他

の業務の質の向上に関する事項 
第２ 市民に対して提供するサービスその他

の業務の質の向上に関する事項 
 １ 担うべき医療提供体制 

（１）救急医療 
     急性期医療を担う地域の中核病院

として「断らない医療」を実践すると

ともに、市内外の医療機関と連携し夜

間及び休日における救急医療体制を

確保し、１次救急から２次救急までの

地域で担うべき救急医療については、

地域のなかで完結できる体制を構築

すること。 
     また、院内に「救急隊待機室」を設

置したメリットを生かし、救急隊との

連携を密にすることで、救急患者の受

け入れしやすい環境を整えること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 担うべき医療提供体制 
（１）救急医療 

    ア 救急患者受入体制 
新病院に人員を集約化したことで、

救急受け入れを阻害する要因の一つ

であった夜間・休日の検査体制の不足

が解消し、救急患者受入体制が充実し

たことから、１次救急から２次救急を

始めとした地域救急をより積極的に

受け入れ、断らない医療を実践する。 
 
イ 市内外の医療機関との連携 
 急性期病院から救急専門医派遣を

受け入れ、病状の的確なトリアージに

より、高次医療が必要な患者の緊急搬

送及び救急治療を終えた患者の地域

の医療機関への逆紹介を行うことで、

救急医療体制の連携強化を図る。 
 
ウ 救急隊との連携 
 院内に設置した「救急隊待機室」の

救急隊との綿密な連携により救急搬

送予定症例の事前把握等を行い、万全

な準備を行うことで患者の利益とな

る円滑な受け入れ環境を整える。 
【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年 
度 実 績 

救急受入件数 1,553 件 989件 
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
  （２）小児・周産期医療 

安心して子どもを産み育てられる

環境を守っていくため、市内外の医療

機関と連携・役割分担を行いながら、

外来診療の継続及び入院診療の再開

を目指すなど、市民ニーズに沿った診

療機能を備えること。 

  （２）小児・周産期医療 
ア 小児医療 
 小児専門医の確保による外来診療

の継続と入院診療の再開を目指すと

ともに、重症疾患や緊急処置が必要な

患者に対する専門治療のため、小児救

急医療支援病院（県南東部医療圏内に

２施設：岡山医療センター、岡山赤十

字病院）や岡山大学病院、岡山市立市

民病院から医師の派遣を受けること

により、情報交換等を行うことで、密

接に連携し、安心して子育てできる環

境を支援する。 
 
イ 周産期医療 
 周産期専門医の確保による婦人科

外来診療を継続するとともに、周産期

医療を取り巻く環境や医療提供体制

の変化を踏まえつつ、総合周産期母子

医療センター（県南東部医療圏内に１

施設：岡山医療センター）や地域周産

期母子医療センター（同２施設：岡山

大学病院、岡山赤十字病院）と情報交

換等を行うことで、密接に連携し、安

心して産み育てられる環境を支援す

る。 
  （３）リハビリテーション医療 

専門スタッフの配置や機能面での

充実を図り早期の在宅復帰を支援す

るとともに、退院後も安心して在宅生

活を過ごすことができるよう退院後

のフォロー体制を整備するなど、リハ

ビリテーション医療の充実を図るこ

と。 

  （３）リハビリテーション医療 
ア リハビリテーション実施体制 
 早期治療・早期退院を実現するた

め、３６５日リハビリテーション体制

を維持し治療の初期段階からリハビ

リテーションによる介入を行うとと

もに、必要十分なスタッフを配置する

ことで回復の目安となるアウトカム

評価の維持を図り、患者の在宅復帰を

支援する。 
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年 
度 実 績 

リハビリ提供

単位数※ 
5.5 5.1 

実績指数※ 50.0 49.6 

※回復期リハビリテーション病棟での指標 
※リハビリ提供単位数＝１日１人あたり提供

単位数 
※実績指数＝１日あたりのFIM得点の改善度

を入棟時を踏まえて指数化した指標 
 
イ 退院後のフォロー体制 
 退院後も在宅での自立した生活が

継続できるよう、リハビリテーショ

ンスタッフが自宅まで訪問し、在宅

でも治療（リハビリテーション）が

続けられるようサポート体制を整え

る。 
【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年

度 実 績 

訪問リハビリ

件数 
4,600 件 4,583 件 

 
ウ 外来リハビリテーションの実施 
 外来診療が終わった後や退院した

後でも継続してリハビリテーション

を必要とする患者に対して、必要なリ

ハビリテーションが提供できるよう、

外来リハビリテーションを実施する。 
（４）検診・予防医療 

疾病の早期発見・早期治療へ向け

て、人間ドックや検診等の総合的な予

防医療の充実を図るとともに、市の健

康福祉部門や保健機関と連携し、健診

受診率の向上等、市民の健康増進に対

する取組みに協力を行うこと。 

（４）検診・予防医療 
人間ドック、生活習慣病予防健診、

特定健診、企業健診、予防接種等、様々

な予防医療を実施することで、疾病の

早期発見または生活習慣病の予防に

つなげていくとともに、市の施策と連

携し健診受診率の向上に向けた啓発
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
活動への取組みに寄与する。 

【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年

度 実 績 

人間ドック・健

診受診者数 
11,880件 10,442件 

予防接種件数 3,141 件 3,357 件 
 

  （５）在宅医療 
地域包括ケアシステムの円滑な運

用に向け、かかりつけ医や介護事業所

等と連携を図り、訪問診療・訪問看護・

訪問リハビリテーション等の在宅医

療への取組みを推進すること。 

また、在宅療養支援病院として、 

２４時間体制で緊急対応できる体制

を整備し，安心して自宅で療養生活が

送れるよう在宅療養環境を支援する

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （５）在宅医療 
ア 地域包括ケアシステム 
 地域包括ケアシステムの円滑な運

用に向けて、かかりつけ医や介護事業

所等と相互訪問による情報交換を行

うことによって連携強化を図り、今後

の需要増加が見込まれる在宅医療の

取組みを推進する。 
【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年

度 実 績 

在宅復帰率※ 84.0% 83.8% 

訪問診療件数 1,320 件 1,036 件 

訪問看護件数 1,400 件 857件 

※在宅復帰率＝地域包括ケア病床、回復期リハ

ビリテーション病棟での指標 
 

イ 在宅療養支援病院 
 ２４時間体制で緊急対応できる体

制を整備し、安心して自宅で療養生活

が送れるよう在宅療養環境を支援す

る。 
【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年

度 実 績 

緊急の往診件

数 
50 件 48 件 

在宅の看取り

件数 
12 件 12 件 
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
（６）災害医療 

災害時に備え、事業継続計画（ＢＣ

Ｐ）に基づく訓練や医薬品、水、食料

等の備蓄、設備の維持管理を行うとと

もに、公的医療機関として、市の防災

担当部門や近隣の医療機関と連携協

力し、災害時における医療の中心的な

役割を担うこと。 

  （６）災害医療 
 災害発生時には、事業継続計画

（ＢＣＰ）に基づき、病院に被害があ

った場合であっても、慢性疾患患者へ

の処方箋の発行等の診療機能を可能

な限り維持し、市の防災担当部門や近

隣の医療機関と連携協力し、負傷者の

受入れや医療スタッフの派遣等を実

施する。 

  （７）感染症への対応 
公的医療機関として、既存の感染症

への対応はもとより、新興感染症が発

生した場合には、これまでの対応によ

り得られた知見を踏まえ、市及び関係

機関と連携し、早期の収束に向けて地

域における中心的な役割を担うこと。 

  （７）感染症への対応 
感染症の発生・まん延時には、市及

び関係機関、岡山大学病院等の感染症

指定医療機関と連携し、発熱外来の実

施や専用病床の確保等、医療提供体制

の整備を図る。 

 ２ 医療の質の向上 

（１）医療安全対策 

患者が安心して安全な医療を受け

られる環境を整備するため、医療安全

に係る情報の収集と分析により医療

事故の発生を未然に防ぐとともに、院

内感染防止対策に関して指針に基づ

く適切な対策を実施すること。 

 ２ 医療の質の向上 

（１）医療安全対策 

ア 医療安全対策 

組織的な医療安全への取組みを進

めるため、医療安全管理室を設置し、

医療安全管理者のもと院内の状況把

握及び分析を行うとともに、研修等の

機会を通じて全職員で医療事故防止

に対する認識を共有することで、医療

安全に係る体制を継続的に確保する。 

 

イ 感染防止対策 

感染防止対策室を設置し、定期的に

院内の巡回を行うことで院内感染状

況の把握、感染防止対策の実施状況を

確認するとともに、職員への研修を通

して知識や技術の向上を図り、感染防

止対策を徹底する。 
（２）チーム医療の実施 

高度・複雑化する医療・介護ニーズ

へ対応するため、患者に携わる様々な

専門職が多職種連携し情報と方針の

共有を行うことで、退院後の状態をイ

メージしながら総合的なチーム医療

  （２）チーム医療の実施 
医師、看護師を始め、検査及びリハ

ビリ等の医療技術スタッフ、社会福祉

士等の多職種が集まり定期的にカン

ファレンスを実施し、早期の在宅復帰

に向けたチーム医療の推進を図る。 
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7 
 

第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
を実践し、早期の在宅復帰に向けた支

援を促進すること。 
また、感染対策チーム（ＩＣＴ）や

栄養サポートチーム（ＮＳＴ）等の多

職種で構成される医療チームを積極

的に活用し、療養環境のサポートを行

う。 
（３）医療従事者の確保及び育成 

岡山大学をはじめ、市内外の教育機

関と連携し、卒後教育や生涯教育のた

めの実践的な研修の場として人材育

成に協力することで、研修医の受入れ

や安定的な医療従事者の確保を図る

など、相互協力関係に基づく人材の確

保及び育成に努めること。   

特に、医師については、将来にわた

って診療体制を確保するためにも、市

と連携し医師派遣体制の充実に努め

ること。 
また、医療に携わる者の知識や技術

の向上を図るとともに、専門性を持っ

た人材の育成に努めること。 

  （３）医療従事者の確保及び育成 
ア 医療従事者の確保 
岡山大学を始めとする教育機関、市

内外の医療機関との連携により、医師

及び研修医の派遣・受入体制を確保す

るとともに、医師及び研修医向けの合

同説明会への参加や病院見学会の開

催等を通じて、多様で優秀な人材の確

保に努める。 
 

イ 医療従事者の育成 
地域医療の基幹病院として、地域に

根ざした実地での研修を通じて医療

に携わる者の知識や技術の向上を図

るとともに、専門性を持った人材の確

保及び育成に努める。 
（４）調査・研究・治験への取組み 

調査・研究・治験等への積極的な取

組みにより医療水準の向上に貢献す

ること。 

  （４）調査・研究・治験への取組み 
地域医療へ果たすべき役割のみな

らず将来に向けた医療水準の向上へ

の一助として、積極的に調査・研究・

治験への取組みを推進する。 
また、院内外研究会等の機会を設け

職員の意識高揚を図るとともに、研究

成果を共有することで、医療水準の向

上に努める。 
（５）コンプライアンスの徹底 

医療法を始めとする関係法令の遵

守はもとより、個人情報保護や情報公

開に関しても適切な対応を行うこと。 

（５）コンプライアンスの徹底 

     医療法を始めとする関係法令の遵

守を徹底するとともに、定期的に全職

員へ研修を実施する等、適正な病院運

営に努める。 

また、個人情報保護や情報公開につ

いて、カルテ等の個人情報の保護と患

者及び家族等への情報公開について
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
適切な対応を行う。 

３ 患者サービスの向上 
（１）患者中心の医療の提供 

     断らない医療の実践を基本に、患者

の視点に立った患者中心の安全・安心

な医療の提供を行うとともに、患者や

その家族に対して分かりやすい説明

を心がけること。 
また、患者や来院者に対するアンケ

ート調査を定期的に行うなど、患者ニ

ーズを把握し、業務の改善につなげる

こと。 

３ 患者サービスの向上 
（１）患者中心の医療の提供 

ア インフォームドコンセントの徹

底 
     患者の知る権利、自己決定権、自律

の原則を尊重する行為であることを

根底とし、わかりやすい説明を心がけ

て医療に関する情報を共有すること

で、医療スタッフと患者との相互理解

のもと治療が進められるよう、患者の

尊厳を守り、患者・家族の権利に配慮

したインフォームドコンセントの徹

底を行う。 
 

イ 安静な療養環境の提供 
     アンケート調査等の活用により、患

者や来院者等からの様々な意見、ニー

ズを把握し、サービスの向上や業務改

善につなげるとともに、院内環境を整

備することで療養に専念できる環境

を提供する。 
（２）職員の接遇向上 

患者やその家族、市民からの信頼を

得られるよう、職員の接遇意識を高

め、病院全体のホスピタリティ向上に

努めること。 

（２）職員の接遇向上 

外部講師による接遇研修を定期的

に実施するとともに、人事評価の中で

接遇のフィードバックを行うことで

職員の接遇向上を図る。 
（３）地域との交流 

市内イベントへの参加や地元コミ

ュニティとの交流、院内イベント等の

開催を通じて、病院のことを知っても

らうための機会を積極的に設け、安心

して来院できる環境づくりに努める

こと。 

（３）地域との交流 

院内の施設を活用し、病院見学会、

院内イベントや健康教室、公開講座等

の機会を通じて、地域の方々との交流

の機会を持ち、来院しやすい環境づく

りに努める。 

また、市内で開催されるイベント等

への参加を行うことで、より身近な存

在として地域住民に求められる病院

となるよう交流機会を設けていく。 
（４）積極的な情報発信 
   病院の機能や経営状況に加え、診療

や疾病予防に関する情報等、ＩＣＴ

（４）積極的な情報発信 
     ホームページや広報誌、病院紹介パ

ンフレット等、様々な広報媒体並びに
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
（情報通信技術）等も活用しながら分

かりやすい形での積極的な情報発信

に努めること。 

ＩＣＴ（情報通信技術）等を活用し、

多くの方に当院の取組み、診療情報等

を積極的に発信することで、地域に根

ざした、地域の医療機関としての認知

度の向上を図る。 
４ 地域医療連携の推進 

地域の医療機関のなかで診療機能の役

割分担と集約化を図ることで、それぞれが

特色を持ちながら相互に連携し、地域全体

で地域医療を支えることのできる体制の

構築を図り、地域完結型医療の実現を目指

すこと。 

また、医師会等と協力し、紹介患者の受

入れと患者に適した医療機関及び介護施

設等との連携を図り、紹介率及び逆紹介率

の向上を図ること。 

４ 地域医療連携の推進 

地域の医療機関に対し患者の紹介と逆

紹介を積極的に推進する旨の広報活動を

地域医療連携室が中心となって実施する。

特に、放射線科医による速やかな画像診断

や各種検査を伴う外来診療を積極的に受

け入れる等、地域医療連携を推進する。 

【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年

度 実 績 

紹介率 46.0% 38.3% 

逆紹介率 60.0% 29.0% 
 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事

項 
 １ 業務運営体制の構築 

（１）運営体制 
地方独立行政法人制度を最大限活

用し、主体性を持った意思決定ができ

るよう運営体制を確立するとともに、

理事長をはじめ役員を先頭に病院全

体が一丸となって、社会情勢の変化や

医療保険制度改革に迅速かつ柔軟に

対応できるよう運営体制の最適化を

図ること。 
 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事

項 
 １ 業務運営体制の構築 

（１）運営体制 
地方独立行政法人制度のもと、理事

長がリーダーシップを発揮し、迅速な

意思決定と職員への周知を徹底する

ことで効率的な運営を行うとともに、

独立した法人として職員一人ひとり

が独立採算の原則を理解し、経営に関

する責任と意識を持って自主的かつ

弾力的に動くことのできる運営体制

を構築する。 
（２）管理体制及び事務部門の強化 

内部監査体制の構築による内部統

制の強化とともに、関係法令の遵守及

び職員倫理の確立を図ること。 
情報セキュリティに関する規定等

を制定し、システム機器の安全確保を

図るほか、医療情報の流出防止、デー

タの保全等適切な情報管理を行うこ

と。 

  （２）管理体制及び事務部門の強化 
内部統制・監査部の設置により内部

統制を強化し、業務の内部監査を実施

するとともに、内部統制を担当する役

員が中心となり関係法令の遵守を図

る。 
情報セキュリティに関する方針・基

準等を整備し、医療情報システム安全

管理責任者を中心として、セキュリテ
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
事務部門においては、病院運営の専

門的知識や経営感覚に優れた人材を

確保・育成し、組織としての経営の専

門性を高めること。 

ィの脆弱性への対策等の医療情報の

脅威に対するリスク管理を行う。 
事務部門においては、職員が専門的

知識や経験を身につけるための外部

研修や職場内教育の機会を提供し、組

織として人材の育成を図る。 
  （３）外部評価等の活用 

病院の運営状況について、第三者か

らの客観的な視点で評価を受け、評価

結果に基づき必要な見直しを行うこ

とで業務の効率化を図ること。 
 また、得られた評価結果に対して、

どのような反映を行ったかを適切に

示すことで、開かれた組織とするこ

と。 

  （３）外部評価等の活用 
監事による法人の監査及び評価委

員会による第三者視点からの病院運

営に係る評価を受けることで、適宜必

要な見直しを行い業務の効率化を図

る。 
また、公益財団法人日本医療機能評

価機構が提供する病院機能評価等を

活用し、中立的、科学的、専門的な見

地からの評価を受けることで、適切な

病院運営を維持する。 
 ２ 職場環境の整備 

（１）働きやすい職場環境の整備 
   ワークライフバランスや職場の安

全衛生の確保、コミュニケーションの

活性化等を通じて職場環境の改善を

図り、働きやすい職場環境の整備に努

めること。 
また、医師の働き方改革への対応と

して、看護師や薬剤師、臨床検査技師

等のコメディカルだけでなく医師事

務作業補助者を含めたタスクシフト・

タスクシェアを進めるとともに、ＩＣ

Ｔの活用により、医師の業務負担の軽

減を図ること。 

 ２ 職場環境の整備 
（１）働きやすい職場環境の整備 

ア ワークライフバランスへの配慮 
育児・介護休業制度の適正な運用に

より仕事と家庭の両立を支援する。 
 

イ 職員の安全衛生 
 職員の安全衛生に配慮した勤務環

境作りを進める。 
 
ウ コミュニケーションの活性化 
スタッフラウンジを利用する等、職

員間のコミュニケーションの円滑化

を図る。 
 

エ 専門性の向上 
医師や看護師等の業務の多様化、複

雑化に対応するため、必要に応じて医

療クラークや病棟クラーク等の配置

を行い、他職種へタスクシフト・タス

クシェアを進めるとともに、ＩＣＴの

活用により、業務負担の軽減を図り業

務の専門性の向上を図る。 
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
（２）職員の職務能力の向上 

医療の進歩に伴って必要となる知

識や技術が高度・複雑化するなかで、

より専門性を持った知識や技術の習

得のため、研修制度や専門資格取得に

関する支援等について充実を図るこ

と。 

  （２）職員の職務能力の向上 

専門的な知識や技術の習得を推進

し、研修会への参加、資格の取得につ

いて助成を行う等、研修制度及び資格

取得支援制度の充実を図る。 

 

 

（３）効果的な人事・給与制度の構築 
職員の業績や能力、職責等を適正に

反映し、職員のモチベーションの向上

と組織としての活性化を図るため、職

員の意欲を引き出す人事評価制度を

構築すること。 
また、給与制度は、社会一般の情勢

を踏まえた適正な水準とし、病院の業

績を踏まえた上で、職員の能力・成果

を公正に反映させたものとすること。 

（３）効果的な人事・給与制度の構築 
職員の業績や能力、職責に応じた仕

事が適正に反映されるよう構築した

公正・公平な人事給与制度を適正に運

用し、職員のモチベーションの向上と

組織の活性化を図る。 
 

第４ 財務内容の改善に関する事項 
１ 持続可能な経営基盤の確立 

   診療報酬改定や医療制度変革等に的確

に対応するとともに、効率的な病院運営を

行うことで、持続可能な経営基盤の確立を

図ること。 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

１ 持続可能な経営基盤の確立 

   第２期中期計画期間では、新病院建設に

係る減価償却費等が計上され、収支は赤字

になる見込みであるが、これらの費用を除

いた収支の均衡を目指して経営改善に向

けた取組を実施し、持続可能な経営基盤を

確立する。 

【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年

度 実 績 

医業収支比率 90.0% 90.9% 

修正医業収支

比率 
88.3% - 

経常収支比率 98.3% 101.4% 
 

 ２ 収入の確保と経費の節減 
（１）収入の確保 

効率的な病床利用や医療機器の稼

働率向上に努め、適正な診療収入の確

保、未収金の発生防止や請求漏れの防

止を図るとともに、紹介患者増につな

げるため、地域の医療機関への訪問活

 ２ 収入の確保と経費の節減 
（１）収入の確保 

入院診療においては、救急搬送の積

極的な受け入れや地域の医療機関か

らの患者の紹介と逆紹介の推進、急性

期病院との連携強化による転院患者

の受け入れを推進する取組等により、
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
動を積極的に行い、収益確保を図るこ

と。 

    

病床稼働率を高く維持することで、収

入の向上を図る。 

外来診療においては、地域医療連携

による検査の紹介や在宅医療を推進

する取組等により、収入の向上を図

る。 

また、医療スタッフの重点的な配置

転換等を行うことで、医療水準の向上

に努めるとともに、新たな施設基準の

認定、診療報酬の加算等を取得するこ

とで収入の向上を図る。 

【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年 
度 実 績 

病床稼働率 95.1% 73.5% 

入院患者数 65,919人 72,376人 

外来患者数 97,584人 108,918人 

入院収益 19.9億円 22.3億円 

外来収益 10.9億円 10.6億円 
 

  （２）経費の節減 
地方独立行政法人として自主性の

高い運営形態であることの利点を生

かし、費用のなかでも大きな割合を占

める給与費、材料費等について、人事

給与制度の見直しや弾力的な人員配

置、民間手法も活用した全般的な業務

の見直し、効率化によって経費の節減

を図ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）経費の節減 
人事給与制度のもとで効果的な運

用と効率的な人員配置により給与費

の適正化を図る。 
また、官民の経営手法を活かした業

務内容の精査を進め、必要性の有無だ

けでなく、契約手法から契約内容に至

るまでの業務全般にわたる経費の節

減を図る。 
【指標】 

目 標 指 標 
令和 10 年

度 目 標 
令和 5 年 
度 実 績 

対医業収益給

与費比率 
67.7% 75.2% 

対医業収益材

料費比率 
10.8% 11.2% 

対医業収益経

費比率 
15.5% 20.6% 
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第２期中期目標 第２期中期計画（案） 
３ 運営費負担金 
 市が負担する運営費負担金は、公的な医

療機関としての役割を果たすために必要

な不採算医療や政策的医療を実施するた

め、法人の収入のみをもって事業の継続が

困難であると認められる経費等について

負担されるものであり、財政負担への理解

が得られるよう効率的な経営に努め、自立

した運営を図ること。 

３ 運営費負担金 

 運営費負担金は公的な医療を継続して

提供するために救急医療、小児医療等の不

採算医療及び政策的医療に係る経費に充

当するものとして必要最低限に留め、独立

採算の原則に基づき縮減を図る。 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１ 保健医療福祉行政への協力 

健康福祉部門をはじめとした、市行政の

各関係部署と連携し、健康づくり支援や疾

病予防等に係る諸計画及び施策の推進に

協力を行うこと。 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１ 保健医療福祉行政への協力 

公的医療機関として、市の保健医療福祉

行政が運営する国民健康保険の健康診査

や公費の予防接種等を実施し、引き続き協

力を行う。 

 

２ 医療提供体制等の在り方検討 

 玉野医療センターにおける今後の医療提

供体制や将来像については、患者動向や医療

需要の変化を的確に捉えるとともに、医師を

はじめとした医療従事者の配置状況や周辺

地域の医療環境等を踏まえながら、設置者で

ある市とともに引き続き協議・検討していく

こと。 

２ 医療提供体制等の在り方検討 

 今後の医療提供体制については、地域の医

療需要と供給の状況、医療人材の確保の可能

性、事業の採算性、当院で実施する必要性等

を市とともに適宜協議・検討する。 
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介
護
収
益
等

42
,5
06

介
護
収
益
等

42
,5
06

介
護
収
益
等

42
,5
06

介
護
収
益
等

17
0,
02
4

営
業
外
収
益

21
8,
53
1

31
6,
99
1

31
9,
27
6

32
6,
71
6

1,
18
1,
51
4

運
営
費
負
担
金

18
7,
70
2

【
市
負
担
金
】
借
入
金
に
係
る
利
子
、
元
金

28
6,
16
2

【
市
負
担
金
】
借
入
金
に
係
る
利
子
、
元
金

28
8,
44
7

【
市
負
担
金
】
借
入
金
に
係
る
利
子
、
元
金

29
5,
88
7

【
市
負
担
金
】
借
入
金
に
係
る
利
子
、
元
金

1,
05
8,
19
8

そ
の
他
営
業
外
収
益

30
,8
29

30
,8
29

30
,8
29

30
,8
29

12
3,
31
6

資
本
的
収
入

42
,8
00

55
0,
00
0

25
,0
00

25
,0
00

64
2,
80
0

運
営
費
負
担
金

0
0

0
0

0

長
期
借
入
金

42
,8
00

55
0,
00
0

25
,0
00

医
療
機
器
購
入
に
充
当
す
る
借
入
金

25
,0
00

医
療
機
器
購
入
に
充
当
す
る
借
入
金

64
2,
80
0

そ
の
他
資
本
収
入

0
0

0
0

0

17
,2
82
,1
11

■
支
出

予
算
額
(千
円
)

予
算
額
(千
円
)

予
算
額
(千
円
)

予
算
額
(千
円
)

営
業
費
用

3,
64
3,
90
5

4,
54
6,
23
1

3,
54
9,
64
6

3,
51
9,
28
7

15
,2
59
,0
69

医
業
費
用

3,
51
2,
78
4

3,
50
1,
08
9

3,
45
5,
93
5

3,
42
6,
49
3

13
,8
96
,3
01

給
与
費

2,
53
3,
13
4

医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

2,
52
2,
76
0

医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

2,
47
8,
97
2

医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

2,
45
0,
86
3

医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

9,
98
5,
72
9

材
料
費

40
8,
69
1

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

40
7,
38
2

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

40
6,
07
3

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

40
4,
76
4

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

1,
62
6,
91
0

経
費

56
7,
44
0

委
託
料
、
賃
借
料

56
7,
42
8

委
託
料
、
賃
借
料

56
7,
37
1

委
託
料
、
賃
借
料

56
7,
34
7

委
託
料
、
賃
借
料

2,
26
9,
58
6

研
究
研
修
費

3,
51
9

研
究
材
料
、
研
修
旅
費

3,
51
9

研
究
材
料
、
研
修
旅
費

3,
51
9

研
究
材
料
、
研
修
旅
費

3,
51
9

研
究
材
料
、
研
修
旅
費

14
,0
76

一
般
管
理
費

13
1,
12
1

事
務
職
に
係
る
給
与
、
一
般
経
費

1,
04
5,
14
2

事
務
職
に
係
る
給
与
、
一
般
経
費

93
,7
11

事
務
職
に
係
る
給
与
、
一
般
経
費

92
,7
94

事
務
職
に
係
る
給
与
、
一
般
経
費

1,
36
2,
76
8

営
業
外
費
用

21
5,
33
6

21
4,
63
8

19
5,
21
6

19
3,
51
0

81
8,
70
0

資
本
的
支
出

23
6,
28
8

42
8,
99
7

37
4,
90
7

38
3,
46
3

1,
42
3,
65
5

建
設
改
良
費

25
,0
00

医
療
機
器
購
入
に
係
る
事
業
費

75
,0
00

25
,0
00

医
療
機
器
購
入
に
係
る
事
業
費

25
,0
00

医
療
機
器
購
入
に
係
る
事
業
費

15
0,
00
0

償
還
金

21
1,
28
8

借
入
金
に
係
る
償
還
金

35
3,
99
7

借
入
金
に
係
る
償
還
金

34
9,
90
7

借
入
金
に
係
る
償
還
金

35
8,
46
3

借
入
金
に
係
る
償
還
金

1,
27
3,
65
5

17
,5
01
,4
24

項
目

令
和
7年
度

令
和
8年
度

令
和
9年
度

令
和
10
年
度

計
内
容

内
容

内
容

内
容

項
目

令
和
7年
度

令
和
8年
度

令
和
9年
度

令
和
10
年
度

た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
・
医
療
機
器
購
入

に
充
当
す
る
借
入
金

た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
・
医
療
機
器
購
入

に
充
当
す
る
借
入
金

た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
・
医
療
機
器
購
入

に
係
る
事
業
費

計
内
容

内
容

内
容

内
容
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第
２
期
中
期
計
画
 
収
支
計
画
内
訳

■
収
入

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

営
業
収
益

3,
80
2,
23
7

4,
25
5,
02
8

3,
76
0,
04
5

3,
73
8,
35
5

15
,5
55
,6
65

医
業
収
益

3,
46
3,
16
6

診
療
単
価
（
円
）

患
者
数
（
人
）

日
3,
46
2,
84
2

診
療
単
価
（
円
）

患
者
数
（
人
）

日
3,
45
0,
83
9

診
療
単
価
（
円
）

患
者
数
（
人
）

日
3,
43
8,
83
6

診
療
単
価
（
円
）

患
者
数
（
人
）

日
13
,8
15
,6
83

入
院
収
益

1,
97
4,
33
9

29
,9
51
×

18
0
×
36
5

1,
98
6,
01
9

30
,1
28
×

18
0
×
36
5
1,
98
6,
01
9

30
,1
28
×

18
0
×
36
5

1,
98
6,
01
9

30
,1
28
×

18
0
×
36
5

7,
93
2,
39
6

外
来
収
益

1,
12
3,
53
2

11
,1
44
×

10
0,
81
5

1,
11
1,
52
8

11
,1
44
×

99
,7
38

1,
09
9,
52
5

11
,1
44
×

98
,6
61

1,
08
7,
52
2

11
,1
44
×

97
,5
84

4,
42
2,
10
7

そ
の
他
医
業
収
益

36
5,
29
5

室
料
差
額
収
益
、
公
衆
衛
生
活
動
収
益

36
5,
29
5

室
料
差
額
収
益
、
公
衆
衛
生
活
動
収
益

36
5,
29
5

室
料
差
額
収
益
、
公
衆
衛
生
活
動
収
益

36
5,
29
5

室
料
差
額
収
益
、
公
衆
衛
生
活
動
収
益

1,
46
1,
18
0

運
営
費
負
担
金

25
4,
27
8

25
0,
21
3

24
2,
23
3

23
2,
54
6

97
9,
27
0

補
助
金
等
収
益

17
,8
20

基
金
補
助
（
た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
）

47
5,
00
0

基
金
補
助
（
た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
）

0
0

49
2,
82
0

資
産
見
返
負
債
戻
入

24
,4
67

24
,4
67

24
,4
67

24
,4
67

97
,8
68

そ
の
他
営
業
収
益

42
,5
06

介
護
収
益
等

42
,5
06

介
護
収
益
等

42
,5
06

介
護
収
益
等

42
,5
06

介
護
収
益
等

17
0,
02
4

営
業
外
収
益

21
8,
53
1

31
6,
99
1

31
9,
27
6

32
6,
71
6

1,
18
1,
51
4

運
営
費
負
担
金

18
7,
70
2

【
市
負
担
金
】
借
入
金
に
係
る
利
子
、
元
金

28
6,
16
2

【
市
負
担
金
】
借
入
金
に
係
る
利
子
、
元
金

28
8,
44
7

【
市
負
担
金
】
借
入
金
に
係
る
利
子
、
元
金

29
5,
88
7

【
市
負
担
金
】
借
入
金
に
係
る
利
子
、
元
金

1,
05
8,
19
8

そ
の
他
営
業
外
収
益

30
,8
29

30
,8
29

30
,8
29

30
,8
29

12
3,
31
6

臨
時
利
益

0
0

0
0

0

固
定
資
産
売
却
益

0
0

0
0

0

過
年
度
損
益
修
正
益

0
0

0
0

0

そ
の
他
特
別
利
益

0
0

0
0

0

16
,7
37
,1
79

■
支
出

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

営
業
費
用

4,
10
1,
64
3

4,
97
9,
41
2

3,
98
2,
55
6

3,
94
2,
60
8

17
,0
06
,2
19

医
業
費
用

3,
94
4,
64
1

3,
90
9,
77
7

3,
86
4,
36
7

3,
82
5,
87
8

15
,5
44
,6
63

給
与
費

2,
53
3,
13
4

医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

2,
52
2,
76
0

医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

2,
47
8,
97
2

医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

2,
45
0,
86
3

医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

9,
98
5,
72
9

材
料
費

40
8,
69
1

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

40
7,
38
2

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

40
6,
07
3

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

40
4,
76
4

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

1,
62
6,
91
0

経
費

56
7,
44
0

委
託
料
、
賃
借
料

56
7,
42
8

委
託
料
、
賃
借
料

56
7,
37
1

委
託
料
、
賃
借
料

56
7,
34
7

委
託
料
、
賃
借
料

2,
26
9,
58
6

減
価
償
却
費

43
0,
74
2

40
7,
63
3

40
7,
37
8

39
8,
35
4

1,
64
4,
10
7

資
産
減
耗
費

1,
11
5

1,
05
5

1,
05
4

1,
03
1

4,
25
5

研
究
研
修
費

3,
51
9

研
究
材
料
、
研
修
旅
費

3,
51
9

研
究
材
料
、
研
修
旅
費

3,
51
9

研
究
材
料
、
研
修
旅
費

3,
51
9

研
究
材
料
、
研
修
旅
費

14
,0
76

一
般
管
理
費

15
7,
00
2

事
務
職
に
係
る
給
与
、
一
般
経
費

1,
06
9,
63
5

事
務
職
に
係
る
給
与
、
一
般
経
費

11
8,
18
9

事
務
職
に
係
る
給
与
、
一
般
経
費

11
6,
73
0

事
務
職
に
係
る
給
与
、
一
般
経
費

1,
46
1,
55
6

営
業
外
費
用

21
5,
33
6

21
4,
63
8

19
5,
21
6

19
3,
51
0

81
8,
70
0

臨
時
損
失

0
0

0
0

0

固
定
資
産
売
却
損

0
0

0
0

0

過
年
度
損
益
修
正
損

0
0

0
0

0

そ
の
他
特
別
損
失

0
0

0
0

0

17
,8
24
,9
19

項
目

令
和
7年
度

令
和
8年
度

令
和
9年
度

令
和
10
年
度

計
内
容

内
容

内
容

内
容

計
内
容

内
容

内
容

内
容

項
目

令
和
7年
度

令
和
8年
度

令
和
9年
度

令
和
10
年
度
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第
２
期
中
期
計
画
 
資
金
計
画
内
訳

■
資
金
収
入

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

3,
99
6,
30
1

4,
54
7,
55
2

4,
05
4,
85
4

4,
04
0,
60
4

16
,6
39
,3
11

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

3,
46
3,
16
6
入
院
収
益
+
外
来
収
益
+
そ
の
他
医
業
収
益

3,
46
2,
84
2
入
院
収
益
+
外
来
収
益
+
そ
の
他
医
業
収
益

3,
45
0,
83
9
入
院
収
益
+
外
来
収
益
+
そ
の
他
医
業
収
益

3,
43
8,
83
6
入
院
収
益
+
外
来
収
益
+
そ
の
他
医
業
収
益

13
,8
15
,6
83

運
婦
負
費
負
担
金
に
よ
る
収
入

44
1,
98
0

53
6,
37
5

53
0,
68
0

52
8,
43
3

2,
03
7,
46
8

補
助
金
に
よ
る
収
入

17
,8
20

基
金
補
助
（
た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
）

47
5,
00
0

基
金
補
助
（
た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
）

0
0

49
2,
82
0

そ
の
他
の
業
務
活
動
に
よ
る
収
入

73
,3
35

介
護
収
益
等

73
,3
35

介
護
収
益
等

73
,3
35

介
護
収
益
等

73
,3
35

介
護
収
益
等

29
3,
34
0

投
資
活
動
に
よ
る
収
入

0
0

0
0

0

そ
の
他
の
投
資
活
動
に
よ
る
収
入

0
0

0
0

0

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

42
,8
00

55
0,
00
0

25
,0
00

25
,0
00

64
2,
80
0

長
期
借
入
に
よ
る
収
入

42
,8
00

55
0,
00
0

25
,0
00

25
,0
00

64
2,
80
0

前
期
中
期
目
標
期
間
か
ら
の
繰
越
金

1,
50
7,
00
0

-
-

-
1,
50
7,
00
0

17
,2
82
,1
11

■
資
金
支
出

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

収
支
(千
円
)

業
務
活
動
に
よ
る
支
出

3,
74
9,
03
8

4,
65
1,
23
2

3,
63
2,
51
0

3,
60
2,
01
8

15
,6
34
,7
98

給
与
費
支
出

2,
61
5,
81
1
医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

2,
60
5,
09
8
医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

2,
55
9,
88
1
医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

2,
53
0,
85
5
医
師
、
看
護
職
、
医
療
技
術
職
に
係
る
給
与

10
,3
11
,6
45

材
料
費
支
出

40
8,
69
1

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

40
7,
38
2

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

40
6,
07
3

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

40
4,
76
4

薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
品

1,
62
6,
91
0

そ
の
他
の
業
務
活
動
に
よ
る
支
出

72
4,
53
6

雑
損
失

1,
63
8,
75
2

雑
損
失

66
6,
55
6

雑
損
失

66
6,
39
9

雑
損
失

3,
69
6,
24
3

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

25
,0
00

75
,0
00

25
,0
00

25
,0
00

15
0,
00
0

有
形
固
定
資
産
の
取
得
に
よ
る
支
出

25
,0
00

医
療
機
器
購
入
に
係
る
事
業
費

75
,0
00

25
,0
00

医
療
機
器
購
入
に
係
る
事
業
費

25
,0
00

医
療
機
器
購
入
に
係
る
事
業
費

15
0,
00
0

財
務
活
動
に
よ
る
支
出

32
1,
49
1

46
3,
63
4

46
2,
25
9

46
9,
24
2

1,
71
6,
62
6

長
期
借
入
金
の
返
済
に
よ
る
支
出

17
9,
57
3

借
入
金
に
係
る
償
還
金

32
7,
04
9

借
入
金
に
係
る
償
還
金

32
7,
72
6

借
入
金
に
係
る
償
還
金

34
1,
04
9

借
入
金
に
係
る
償
還
金

1,
17
5,
39
7

そ
の
他
の
財
務
活
動
に
よ
る
支
出

14
1,
91
8

財
務
費
用
・
リ
ー
ス

13
6,
58
5

財
務
費
用
・
リ
ー
ス

13
4,
53
3

財
務
費
用
・
リ
ー
ス

12
8,
19
3

財
務
費
用
・
リ
ー
ス

54
1,
22
9

次
期
中
期
目
標
期
間
へ
の
繰
越
金

-
-

-
1,
28
7,
00
0

1,
28
7,
00
0

17
,5
01
,4
24

医
療
機
器
購
入
に
充
当
す
る
借
入
金

医
療
機
器
購
入
に
充
当
す
る
借
入
金

た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
・
医
療
機
器
購
入

に
充
当
す
る
借
入
金

た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
・
医
療
機
器
購
入

に
充
当
す
る
借
入
金

た
ま
の
病
院
駐
車
場
整
備
・
医
療
機
器
購
入

に
係
る
事
業
費

項
目

令
和
7年
度

令
和
8年
度

令
和
9年
度

令
和
10
年
度

計
内
容

内
容

内
容

内
容

項
目

令
和
7年
度

令
和
8年
度

令
和
9年
度

令
和
10
年
度

計
内
容

内
容

内
容

内
容
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令和７年 月 日  
 

 玉野市長 柴 田 義 朗 様  
 

地方独立行政法人玉野医療センター評価委員会   
委員長 加藤 珪一   

 
 

意見書  
 

 地方独立行政法人玉野医療センターに係る地方独立行政法人法（平成 15 年法

律第 118 号。以下「法」という。）第 26 条第１項の規定に基づく中期計画及び地

方独立行政法人玉野医療センター評価委員会条例（令和２年条例第 16 号）第２条

第１項第１号の規定に基づく本委員会の意見は、下記のとおりです。 

 

記 

 

１ 地方独立行政法人玉野医療センター第２期中期計画（案）について、評価委

員会において慎重に審議した結果、本件を適当であると認めます。 

   

 

 
以上  

（案） 
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（2025年1月6日現在）

 診療科

曜日 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

１　診 佐　藤　利　雄 磯　嶋　浩　二 佐　藤　利　雄 磯　嶋　浩　二 三　島　康　男

２　診 三　島　康　男 三　宅　俊　嗣 見　元　淳　子 三　島　康　男 三　宅　俊　嗣

３　診 本　多　宣　裕 重　戸　伸　幸 重　戸　伸　幸 岡　　　好　仁 本　多　宣　裕

山　原　茂　裕 岡　﨑　　　悟 岡　﨑　　　悟
※第1・3・5

山　原　茂　裕
寺　嶋　悠　也

【糖尿病外来】※第2・4

梶　谷　展　生/
浜　原　　 潤

５　診 大　賀　　　律 植　田　圭　吾 大　賀　　　律 大　野　洋　平 大　賀　　　律

長　﨑　泰　有
【肝臓病外来】※第2・4

狩　山　和　也
越　智　宣　昭 松　浦　宏　昌

【ﾘｳﾏﾁ・膠原病外来】※第3

若　林　　 宏

７　診
【脳神経内科外来】※第3

名 古 谷　章 子
【循環器外来】

與　田　俊　介
【循環器外来】

永　瀬　　　聡
【循環器外来】

植　木　悠　太

８　診 筒　井　英　太 筒　井　英　太

１　診

２　診 三　宅　俊　嗣
≪呼吸器≫

【禁煙外来】

三　宅　俊　嗣

３　診 見　元　淳　子
≪呼吸器≫

本　多　宣　裕
≪呼吸器≫

見　元　淳　子
≪呼吸器≫

４　診 岡　　　好　仁
《消化器》

山　原　茂　裕
≪腎臓病≫

【ﾘｳﾏﾁ・膠原病外来】

寺　嶋　悠　也

５　診 植　田　圭　吾
«総合内科・漢方»

大　賀　　　律
≪総合内科≫

大　野　洋　平
≪総合内科≫

大　賀　　　律
≪総合内科≫

６　診
【ﾘｳﾏﾁ・膠原病外来】※第3

若　林　　 宏
松　浦　宏　昌

≪呼吸器≫

７　診
【脳神経内科外来】※第3

名 古 谷　章 子
【循環器外来】

植　木　悠　太

８　診

１　診 源　　　寛　二 池　田　敏　夫 澤　田　芳　行 源　　　寛　二 澤　田　芳　行

２　診 池　田　敏　夫 澤　田　芳　行 源　　　寛　二 池　田　敏　夫 源　　　寛　二

１　診 源　　　寛　二 大　原　利　章 澤　田　芳　行 池　田　敏　夫
源　　　寛　二/
澤　田　芳　行

２　診 岡　大　医　師

午前

午後

外
　
　
科

 たまの病院　外来診療担当表

４　診

内
　
　
　
　
　
科

午前

午後

６　診
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 診療科

曜日 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

１　診 須　田　達　也 渡　部　邦　久 鷹　取　　　亮 渡　部　邦　久 中　田　英　二

２　診
【脊椎外来】

第2　田　中　雅　人
第4　荒　瀧　慎　也

須　田　達　也

１　診 渡　部　邦　久 須　田　達　也 須　田　達　也 渡　部　邦　久

２　診

午前 栗  田  佳  彦 井　上　  勝
萬　木 　  章/
伊　藤　周　代

宮　原　宏　幸 松　原　恒　則

栗  田  佳  彦 宮　原　宏　幸 松　原　恒　則

一  般  診  療
予　防　接　種
乳　児　健　診
は　要　予　約

第2・3は 15：00～16：30
一  般  診  療
予　防　接　種
乳　児　健　診
は　要　予　約

予　防　接　種
特　殊　外　来
乳　児　健　診
（要　予　約）

午前 津　島　知　靖 妹　尾　孝　司

第1・3・5

枝　村　康　平
　第2・4

荒　木　元　朗

午前 依  田  尚  之 西　田　　　傑 　

午後 依  田  尚  之 西　田　　　傑

午前 筒　井　康　子 筒　井　康　子 大　賀　仁　美 筒　井　康　子 大　賀　仁　美

午後 大　賀　仁　美 筒　井　康　子 大　賀　仁　美 筒　井　康　子 大　賀　仁　美

午前 片　岡　祐　子

午後 岡　大　医　師 赤　木　博　文 牧　野　琢　丸

午前

【専門外来】※第3

荒　川　恭　佑
9:00～11:30

（完全予約制）

【専門外来】

佐　藤　健　治
10:00～11:30

１　診 正　村　博　行 正　村　博　行 正　村　博　行 正　村　博　行 正　村　博　行

２　診
天 野　克 比 古/
長 尾　有 里 香

寺　田　冒　稔

１　診 正　村　博　行 正　村　博　行 正　村　博　行 正　村　博　行 正　村　博　行

２　診
天 野　克 比 古/
長 尾　有 里 香

寺　田　冒　稔

１　診 午前 筒　井　英　太 洲　脇　道　子 筒　井　英　太 洲　脇　道　子 洲　脇　道　子

１　診 筒　井　英　太 洲　脇　道　子 洲　脇　道　子 洲　脇　道　子

２　診
（アスベスト検診）

筒　井　英　太 筒　井　英　太

午前　８：３０～１２：００ 午後　１３：３０～１６：００ 〒706-0011　岡山県玉野市宇野２丁目１番２０号

午前　９：００～１２：３０ 午後　１４：００～１６：３０ 玉野医療センター たまの病院

　※表中に時間があるものを除く。 TEL (0863)31-2101（代表）

FAX (0863)32-4278　　　　

 地域医療連携室　 　　　   

※紹介患者の方は地域連携室を通してご予約お願いします。 TEL (0863)31-2252（直通）
FAX (0863)32-1950　　　　

午後

整
　
形
　
外
　
科

午前

【診療時間】

小 児 科

泌 尿 器 科

婦 人 科

人
間
ド
ﾂ
ク

健
診
・

麻 酔 科

【受付時間】

眼 科

午後

歯
　
　
科

午前

午後

午後

耳 鼻 咽 喉 科
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たまの病院のバス停について 

  

１ たまの病院への運行ルートとバス停 

 令和７年１月４日（土）から、たまの病院の開院にあわせて、周辺の運行ルートが変

更になり、新たなバス停が設置されます。 

 小型シーバスは、たまの病院内のロータリーの停留所に停まります。 

 下り（西向き）ルートは、たまの病院北側の国道３０号線にバス停が設置されます。 

 上り（東向き）ルートは、市道宇野玉線にバス停が設置されます。 

 

２ 位置図 
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新病院の室料差額について 

 

１ 新病院 たまの病院 

（１）室料差額 

種別 数量 
室料差額 

(税別) 
設備 備品区分 

特床室 1 床 (6F) 10,000 円 
洗面台、トイレ、 

バス、キッチン 
特別室 

個室 A 

3 床 (3-4F) 6,000 円 洗面台、トイレ、 

シャワー 

個室① 

1 床 (6F) 4,000 円 個室② 

個室 B 

21 床 (3-4F) 5,000 円 

洗面台、トイレ 

個室① 

19 床 (5-6F) 3,000 円 個室② 

個室 C 

2 床 (3F) 4,000 円 

洗面台 個室② 

5 床 (5-6F) 2,000 円 

重症個室 2 床 (4F) なし 洗面台 個室② 

2 床室 

16 床 (3-4F) 2,000 円 

洗面台 2 床室 4 床 (6F) 1,000 円 

8 床 (5F) なし 

4 床室 108 床  なし 洗面台 4 床室 

 

（２）病室備品 

備品区分 主な内訳 

特別室 

床頭台、テレビ（壁掛け）、冷蔵庫、電子レンジ、電子ケトル、家電収納庫、ソファ

ベッド、デスク、テーブル、チェア、マグネットボード、時計、ハンガー掛け、ハ

ンガー、バゲージラック 

個室① 
床頭台、テレビ（壁掛け）、小型冷蔵庫、テーブル、チェア、マグネットボード、時

計、ハンガー掛け、ハンガー 

個室② 
床頭台、小型テレビ、小型冷蔵庫、テーブル、チェア、マグネットボード、時計、

ハンガー掛け、ハンガー 

2 床室 
床頭台、小型テレビ、小型冷蔵庫、スライドパーティション、チェア、時計、ハン

ガー 

4 床室 床頭台、小型テレビ（有料）、小型冷蔵庫（有料）、ローチェスト 
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２ 現病院 

（１）玉野市民病院の室料差額 

種別 数量 
室料差額 

(税別) 
設備 

特別室 1 床 7,150 円 
バス、トイレ、電話、キッチン、冷蔵

庫、応接セット、ロッカー 

個室 A 4 床 3,850 円 トイレ、洗面所、ロッカー 

個室 B 4 床 3,080 円 トイレ、洗面所、ロッカー 

個室 C 40 床 2,200 円 洗面所、ロッカー 

計 49 床          

（２）玉野三井病院の室料差額 

種別 数量 
室料差額 

(税別) 
設備 

特別個室 A 1 床 6,600 円 
電子レンジ、冷蔵庫、クローゼット、

テレビ（無料）、電話、バス、トイレ 

特別個室 B １床 6,050 円 
冷蔵庫、クローゼット、テレビ（無

料）、電話、バス、トイレ 

個室 A 6 床 5,500 円 ソファーベット 

個室 B 10 床 4,400 円  

個室 C 14 床 3,300 円  

２人室 A 16 床 2,200 円  

２人室 B 6 床 1,650 円  

計 54 床          
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出資財産について 

  

１ たまの病院敷地 

⑴ 財産の内容 

土地 

種別 所在地 面積 価額 備考 

宅地 岡山県玉野市宇野 2 丁

目 2061 番 4 

5,833.04 ㎡ 250,000 千円 たまの病院 

 

雑種地 岡山県玉野市宇野 2 丁

目 2041 番 2 

1,900 ㎡ 87,400 千円 たまの病院

駐車場  

 

雑種地 岡山県玉野市宇野 2 丁

目 2041 番 10 

1,098 ㎡ 55,200 千円 たまの病院

駐車場 

計  8,831.04 ㎡ 392,600 千円  

 

⑵ 位置図 

 

 2061-4 

2041-10 2041-2 

位置図 

S＝1:2,500 

Ｎ 

42



財産の返納について 

  

１ 病院公舎 

⑴ 財産の内容 

① 土地 

種別 所在地 面積 価額 

宅地 玉野市宇野１丁目 3055 番 6 1,310.50

㎡ 

38,070 千円 

 

② 建物 

施設名 所在地 構造 財産名称 面積 価額 

病院公舎 玉野市宇野

１丁目 3055

番地 6 

鉄筋コンクリ

ート造 
共同住宅 512.13 ㎡ 

0 円 

コンクリート

ブロック造 
物置 41.79 ㎡ 

玉野市宇野

１丁目 3055

番地 6 

鉄筋コンクリ

ート造 
共同住宅 341.42 ㎡ 

コンクリート

ブロック造 
物置 23.96 ㎡ 

  

⑵ 返納理由 

  地方独立行政法人化に合わせて、市から玉野医療センター（以下、「法人」という。）が

承継し、病院職員の公舎として使用していたが、利用者がいなくなり、また、今後も法人

として業務上活用する予定がないことから、市が令和７年１月１日付で返納を受けるも

の。 

 

⑶ 位置図 

 

S＝1:2,500 

Ｎ 

返納対象の土地及び建物 
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玉野市民病院の跡地活用について（報告） 

 

１ 基本方針 

 玉野医療センター（以下、「法人」という。）を実施主体として、市民病院建物を解体

後、跡地を新病院（たまの病院）の駐車場として活用する。 

   

２ 経緯・背景                                                                    

 ⑴ 市としての跡地活用 

市民病院の跡地は、当面の間、市としての具体的な公共利用の活用案がない。 

   

 ⑵ 駐車場の必要性 

  多くの患者が来院した際には、一時的に駐車場が不足することが考えられ、患者の

利便性や周辺の交通安全対策の面からも、可能な限り駐車台数を確保すべきと考えて

いる。 

 

 ⑶ 財源 

① 岡山県医療介護総合確保基金補助（以下、基金補助という。） 

   基金補助を活用するためには、法人が実施主体となる必要があり、補助率は解体

に係る対象費用の 1/2 となっている。 

ただし、現在の基金制度では、令和８年度までに解体工事が完了した部分にしか

補助が出ないスキームとなっている。 

 

② 病院事業債 

病院事業債を活用するためには、法人が実施主体となる必要があり、また、事業

内容としても、解体だけでなく、駐車場の整備までが要件となっている。 

 

３ 市と法人の費用負担 

 「２ 経緯・背景」の状況から、法人が実施主体となって市民病院を解体し、駐車場

を整備することが最善策であると考えている。 

法人にも負担が生じることになるが、財源を確保しながら、本事業を進め、そして、

法人が本業である医療サービスの提供を安定的に実施していくためにも、病院事業債の

法人負担分等については、市が運営費交付金により負担することとする。 

 

４ スケジュール想定 

 令和７年度 調査（アスベスト調査、土壌汚染関連調査等） 

実施設計 

 令和８年度 工事（一部調査含む） 
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５ 今後の検討事項 

 駐車場として活用する範囲等、具体的な土地活用計画を検討する。 
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